
第1回（3月）定例月会議

滞
納
者
を
増
や
さ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

意
見　
所
得
割
率
と
均
等
割
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
所
得
が
２
０
０
万
円
の

モ
デ
ル
世
帯
で
は
年
間
３
万
１
０
０
円

の
負
担
増
と
な
る
。
法
改
正
で
未
就
学

児
に
係
る
均
等
割
の
減
額
が
実
現
し
た

が
、
あ
く
ま
で
も
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
負
担
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
相
互
扶
助
の
観
点

で
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

◆議案審議 １面
◆予算審査 ２・３面
◆代表質問 ４・５面
◆一般質問 ５・６・７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第２回（６月）定例月会議日程 ８面

議
案
第
８
号　
秦
野
市
商
業
地
に
お
け

る
企
業
等
の
立
地
及
び
施
設
再
整
備
の

推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
商
業
地
に
お

け
る
土
地
活
用
を
奨
励
し
、
企
業
な
ど

の
立
地
や
施
設
再
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
生
活
と
産

業
と
が
調
和
し
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
、
10
年
３
月
31
日

限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
に
広
が
る
商

業
地
に
お
け
る
土
地
活
用
を
奨
励
す
る

議
案
第
11
号　
秦
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
な
ど
に

よ
る
特
別
会
計
の
財
源
不
足
を
補
う
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
率
と

均
等
割
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

県
内
各
市
の
均
衡
を
踏
ま
え
世
帯
別
平

等
割
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
。
ま
た
、

未
就
学
児
が
属
す
る
世
帯
の
基
礎
課
税

額
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に

係
る
均
等
割
額
を
軽
減
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
し
、
４

年
度
以
後
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
令
和
８
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か

と
の
こ
と
だ
が
、
条
例
に
よ
っ
て
地
域

商
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
は
ど
う
か
。

答　
本
条
例
は
、
駅
周
辺
の
商
業
地
内

に
滞
在
で
き
る
場
所
を
増
や
す
施
策
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
制
定
を
出
発
点

と
し
て
駅
周
辺
に
滞
在
す
る
人
と
居
住

す
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

の
好
循
環
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　
本
条
例
に
お
け
る
商
業
地
と
は
、

都
市
計
画
法
に
規
定
さ
れ
る
商
業
地
域

な
ど
の
ほ
か
、
企
業
の
立
地
な
ど
を
特

に
促
進
す
る
た
め
に
市
長
が
指
定
す
る

地
域
の
２
種
類
あ
る
が
、
奨
励
処
置
に

係
る
認
定
手
続
き
の
違
い
は
ど
う
か
。

答　
奨
励
処
置
の
認
定
は
、
新
た
に
設

置
す
る
秦
野
市
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
に
お
い
て
、
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
造
へ
の
つ
な
が
り
と
い
う

視
点
で
審
議
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
手

続
き
に
関
し
て
差
は
生
じ
な
い
。

要
望　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
、

ら
の
法
定
外
繰
入
を
解
消
す
る
た
め
、

所
得
割
率
と
均
等
割
額
の
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
と
し
、
平
均
改
定
率
は
11
・

45
％
と
の
こ
と
だ
が
、
保
険
税
率
な
ど

の
改
定
を
行
う
必
要
性
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
は
な

い
市
民
の
税
金
を
用
い
た
法
定
外
繰
入

は
解
消
す
べ
き
も
の
と
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
よ
り
高
い
税
率

を
設
定
し
、
法
定
外
繰
入
を
解
消
し
た

他
市
と
足
並
み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　
２
年
度
に
続
く
保
険
税
率
の
引
き

上
げ
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
大

き
な
負
担
と
な
る
。
制
度
の
安
定
的
な

運
営
や
加
入
者
の
負
担
軽
減
な
ど
に
資

す
る
施
策
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
医
療
費
の
適
正
化
を
目
的
と
し
、

※
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
受
診
券
の

送
付
な
ど
を
行
い
、
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
税
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
新
規

主 な 内 容

地
域
の
本
気
度
が
重
要
で
あ
る
。
に
ぎ

わ
い
の
創
造
に
は
４
駅
周
辺
の
特
性
を

踏
ま
え
た
上
で
、
市
に
お
い
て
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
地
元
の
商
店
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

大
企
業
を
呼
び
込
む
の
で
は
な
く
、

中
小
企
業
に
寄
り
添
う
た
め
の
条
例
と

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

期
間
を
限
定
し
土
地
利
用
を
促
す
こ

と
で
柔
軟
な
運
用
が
期
待
で
き
、
４
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を
具
体
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

駅周辺のにぎわい創造を
（県道705号・駅前通り）

　

第
１
回
（
３
月
）
定
例
月
会
議
は
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
30
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
市

長
提
出
議
案
31
件
（
う
ち
、
報
告
６
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
２
件
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました！詳しくは
こちら→

令和4年（2022年）5月22日（日）
発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257-8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652

第244号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

条
例
で
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

資
す
る
企
業
の
立
地
な
ど
を
支
援

審
議
議
案

制
度
の
持
続
的・安
定
的
な
運
営
の
た
め

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
引
き
上
げ

審
議
議
案

議会だよりへの意見を
お待ちしております

令
和
４
年
度
予
算
を
原
案
可
決

令
和
４
年
度
予
算
を
原
案
可
決

５月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高校写真部の生徒の作品を提供していただいています。

※ナッジ理論…「そっと後押しする」という意味のnudgeが語源で、公共政策の分野では「人々が自分自身にとってより良い選択を自発的に取れるように手助けする新たな政策手法」と定義されている。用語解説

表紙写真募集
第 245 号（令和４年８月中
旬発行）の表紙写真を募集
します。テーマは秦野の風
景、地域の行事など。
締め切りは令和４年７月21
日（木）必着。

詳しくは
こちら ➡

『春色の記憶』撮影者：県立秦野曽屋高等学校写真部　宮川紗音さん（撮影場所 水無川緑地）



本市の共同消防指令センター

市立図書館

秦
野
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

インクルーシブ教育の推進を

はだの議会だより 令和 4 年（2022 年）5月22日（日）  第 244号〘2〙

　市長から提出された令和４年度予算案のうち、「一般会計予算」、そして「水
道事業」、「公共下水道事業」の２企業会計予算、さらに「国民健康保険事業」、
「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の３特別会計予算の各議案について、
３月３日の本会議において予算決算常任委員会に付託しました。
　同委員会は、３月４日、７日、８日に４年度予算審査を行うための各分科
会を開催し、所管ごとに集中的な審査を行った後、３月 25 日に座長報告と
採決を行い、本会議で審議の結果、原案のとおり可決しました。

（以下、質疑・討論などの要旨を掲載）
　なお、審査の詳細については秦野市議会ホームページの会議録検索シス
テムをご覧ください。（令和４年３月第１回定例月会議の会議録は、５月下
旬からご覧いただけます。）

令和４年度予算を
市議会が慎重に審査
～未来に向けて、ふるさと秦野を飛躍発展させる予算　原案可決～

総 務 分 科 会

広報宣伝費について

問　令和２年12月から運用を開始
した市公式ＬＩＮＥについては、既
に２万人を超える登録がされている。
登録者が必要とする情報をわかりや
すく届けることが重要であると考え
るが、その取り組みはどのようか。
答　登録時に配信内容の希望を入力
してもらうことで、新型感染症や防
災情報のような広く周知したいもの

を除き、登録者が希望する情報が届
くようにしている。
要望　若者を中心に活用されるＳＮ
Ｓで、本市の魅力を伝える写真や動
画を募集し、新たにコンテストを行
うとのことであるが、これからも若
者のアイデアを取り入れて、ＳＮＳ
を活用した情報発信を進めてほしい。

公共施設再配置推進事業費
について

問　令和４年度からクアーズテック
秦野カルチャーホールなど４つの施
設が指定管理者制度に移行するが、
その目的は、市民満足度の向上にあ
ると考える。移行後の市民満足度に
関する評価の方法はどのようか。
答　指定管理者から毎年、利用者ア
ンケートの結果報告を受けるほか、
制度移行後の５年度からは、指定管
理者による自己評価を市が評価し、
その結果を指定管理者選定評価委員
会などが外部評価を行う、モニタリ
ング評価を実施する体制としている。

犯罪被害者等支援事業費
について

問　犯罪被害者などに対する適切な
支援のため、被害者遺族などから意
見を聞いた上で条例が制定され、令
和４年４月１日から施行となるが、
具体的な事業の内容はどのようか。
答　被害者などに対する総合支援事
業として、支援金の支給や日常生活
に支障があると認められる人への支
援を実施することに加え、制度の周
知・啓発などを行うものである。
要望　本条例は、ＳＤＧｓが掲げる
誰一人取り残さない理念にも通じる
ものとして評価する。４年度は「広
報はだの」での特集などを行うとの
ことであるが、施行後に課題が生じ
た場合は柔軟に対応してほしい。

秦野市・伊勢原市共同消防指令センター
（仮称）施設等整備事業費について

問　令和７年度の運用開始を目指し、
秦野、伊勢原両市の消防業務の効率

化を図るため、通信指令事務を共同
で運用する共同消防指令センターを
建設するとのことだが、本市と伊勢
原市の費用負担はどのようか。
答　施設の建設事業費については、
全体費用の半分を１対１で計算し、
残りの半分を両市の人口に応じた割
合で計算するものであり、４年度に
おいては全体額１億 7721万円のう
ち、本市が約 56％、伊勢原市が約
44％を占める。
要望　運用開始に向け、両市職員の
交流や研修を考えているとのことで
あるが、施設の運営を行うのは人で
あり、チームワークを高めるための
取り組みを進めてほしい。

文教福祉分科会

特別支援教育推進費について

問　個別の支援を必要とする児童・
生徒の数が増加する中、インクルー
シブ教育の推進を図るため、令和４
年度は特別支援教育等コーディネー
ターを新たに配置するとのことだが、
具体的な取り組みはどのようか。
答　幼児教育・学校教育に深い理解
を有し、教員として経験豊富な人材
をコーディネーターとして各園校に
派遣し、支援体制の構築や教職員の
専門性向上を支援する。また、幼児
期から小学校への滑らかな接続を目
指し、園小をつなぐ架け橋となって
支援をするものである。
要望　全ての子どもができるだけ同
じ場で共に学び育つことを目指すイ
ンクルーシブ教育を推進するために、

特別支援教育等コーディネーターは
必要な存在であり、市内の多くの学
校に展開してほしい。

福祉臨時特別支援事業費
について

問　本事業は、生活の支援を速やか
に行うため、住民税非課税世帯など
に対して１世帯当たり 10万円を支
給するものだが、受給対象者が漏れ
なく支給を受けられるようにするた
めの取り組みはどのようか。
答　市ＨＰなどを通じた周知を行う
とともに、制度を案内するチラシを
作成し、市内の公共施設や関係団体

などに配布している。また、生活相
談や介護の現場などにおいて、受給
要件を満たすと思われる人に対する
制度の周知に協力をお願いしている。
要望　生活に困窮していても、受給
対象とならなかった市民も多くいる
ことから、必要に応じてさまざまな
福祉サービスを案内するなど、寄り
添った支援に努めてほしい。

児童扶養手当費について

問　コロナ禍が長期化する中、ひと
り親家庭に対しては特にきめ細かな
支援が必要だが、令和３年度と比較
して予算を減額した理由と、児童扶
養手当受給者数との関連性はどうか。
答　システム改修の完了などによっ
て委託料が減少したことから、約
340万円の減額となったものであり、
少子化が進む中でも、受給者数は増
加傾向にある。今後もしばらくはこ
の傾向が続くと考えている。

電子図書館運営経費について

問　コロナ禍による新しい生活様式
を見据えるとともに、多様化する市
民ニーズに対応するため、非来館型
のサービスとして新たに電子図書館
を導入するとのことであるが、利用
者のメリットはどのようか。
答　開館時間を問わず利用できるこ
とに加え、図書館に来館することが
難しい人にも、読書の機会を提供で
きる。また、電子書籍には音声の読
み上げや文字の拡大機能などがあり、
高齢者や障がいのある人の読書環境
を向上させる効果も期待できる。

会　計　区　分 令和 4年度当初 令和 3年度当初 増減額 増減率

一 般 会 計  528億 7,000万円  524億 3,000万円         4億 4,000万円 0.8%

水道事業会計  37億 4,900万円  32億 3,000万円  5億 1,900万円 16.1%

公 共 下 水 道
事 業 会 計  57億 700万円  52億 4,700万円  4億 6,000万円 8.8%

国民健康保険
事業特別会計  173億 2,700万円  170億 2,000万円  3億 700万円 1.8%

介 護 保 険
事業特別会計  136億 400万円  129億 300万円  7億 100万円 5.4%

後期高齢者医療
事業特別会計  26億 8,600万円  25億 4,600万円  1億 4,000万円 5.5%

計  959億 4,300万円  933億 7,600万円  25億 6,700万円 2.7%

令和 4 年度各会計予算額



秦野名水さんぽの様子

移
住
お
試
し
住
宅

Ｂ－ＤＡＳＨ事業により設置された
汚泥乾燥機
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水道事業会計

たな卸資産減耗費
について

問　物品の在庫を確認する棚
卸しにより生じる不用品の処
分に係る経費について、令和
４年度は３年度と比べ、３千
万円を超える大幅な増額とな
ったが、その要因と市会計へ
の影響はどのようか。
答　棚卸し自体は、例年実施
している事務処理であるが、
その内容が不十分であったこ
とから、年月の積み重ねによ
り金額の差異が生じたものと
考えられる。その差異を修正
するために予算計上したもの
であるが、水道事業会計にお
ける金銭的な実害は発生して
いないと考えている。

▼本会議での反対討論
　水道料金が未納となってい
る世帯への給水を停止してい
ることなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　ゼロカーボンシティの実現
に向け、自前での発電を検討
することを要望し、賛成する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成全員）
　本会議  原案可決（賛成多数）

公共下水道事業会計

処理場管理事業費
について

要望　※Ｂ−ＤＡＳＨ事業によ
る汚泥の乾燥機については、
平成 30 年度より国から無償
で借り受け、実用段階での検
証を行いながら稼働している
が、多くの電力を消費してい
るため、一般の電力需要が下
がる夜間の運転を検討してほ
しい。

▼本会議での反対討論
　下水道使用料に逆累進性の
ある消費税を課税しているこ
となどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　総務省の基準に基づかない
基準外繰入金を早期に解消す
ることなどを要望し賛成する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成全員）
　本会議  原案可決（賛成多数）

国民健康保険事業
特別会計

一日人間ドック事業費
について

問　人間ドックは自身の健康
状態を把握するとともに、病
気の早期発見や治療により、
医療費全体の適正化につなが
るものと考えるが、令和４年
度受検者数の見込みはどうか。
答　被保険者数は減少してい
るが、人間ドックの受検者は
３年度と同様の人数を見込み、
予算計上している。健康診断
を受けることで、医療費負担
が軽減したとの実績もあるた
め、引き続き受検を促したい。

▼本会議での反対討論
　困窮者の実態を調査し、資
格証明書の発行をやめるべき
であることなどから反対する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）

※量出制入…�「出るを量って入るを制す」ことで、歳出を決めてから歳入を決めることを指す。
※Ｂ－ＤＡＳＨ事業…�下水道事業における大幅なコスト縮減や再生可能エネルギー創出等を実現するための下水道革新的技術実証事業のこと。

用語解説

環境都市分科会

秦野名水利活用事業費
について

問　名水に対する保全意識の醸成を
図り、次世代や市内外への普及促進
を目的として「秦野名水名人講」を
設立したが、会員の人材育成や活動
についての取り組みはどのようか。
答　発足以来実施してきた、ワーク
ショップや会員同士のモニターツア

ーに加え、ステップアップ講座によ
る会員のレベルアップを図るととも
に、「秦野名水さんぽ」などの啓発
事業を中心とした活動を考えている。

田原ふるさと公園
管理運営費について

問　半
はんおくがい

屋外の販売休憩施設の整備は
利用者アンケートの結果や、運営団
体、地域住民を交えたワークショッ
プにおける意見を踏まえたものとい
うことであるが、今後の展開はどの
ようか。
答　新型感染症の影響により来訪者
は減少傾向にあるが、施設の強みで
ある地場産農産物の直売や良好な自
然環境などを生かした整備を行い、
公園の魅力を向上させ、集客の増加
を図る。
要望　源

みなもとのさねともこうみしるしづか
実朝公御首塚をはじめ、周

辺の文化財などの地域資源を生かし

ながら、大河ドラマの放映を契機と
捉え、来訪者の呼び込みに向けて、
庁内で横断的に取り組んでほしい。

商業デジタル化推進事業費
について

問　地域経済対策を目的として電子
地域通貨の導入を検討するとのこと
だが、本事業の経済活動以外におけ
る活用についての考えはどのようか。
答　先進自治体では地域コミュニテ
ィー活動への参加促進や健康増進に
向けた取り組みなどを実施している。
これらを参考にしながら、地域課題
の解決に寄与するものを導入できる
よう検討したい。
要望　導入に当たっては、事業に対
する理解が得られ、積極的な活用が
図られるよう、事業者や商店会と 
連携を取りながら制度の周知を行い、
市内商業の活性化につなげてほしい。

移住定住促進事業費について

問　市内で新たに住宅を購入する若
者世帯などへ、その費用の一部を助
成するとのことだが、移住・定住に
つなげるための情報提供や、移住希
望者からの相談に対する取り組みは
どのようか。
答　制度の周知に当たり「移住・定
住ガイドブック」を作成し、市内外
へＰＲしたい。また、自然に恵まれ
た住環境への関心から相談件数は増
えており、今後、移住・定住に関す
るワンストップ相談体制を整える。

介護保険事業特別会計

在宅医療・介護連携
推進事業費について

問　在宅医療と介護を一体的
に提供するため、地域医療と
介護の関係機関における連携
体制の構築を推進するための
事業とのことだが、予算が増

額となった理由はどのようか。
答　令和４年度は、医療・介
護関係者を対象とした研修の
ほか、専門職からの相談に対
応する支援業務を充実するた
めに必要な委託料を計上した
ことから、増額となった。

▼本会議での反対討論
　保険料の滞納者に対し、本
人負担率を引き上げているこ
となどから、反対する。

▼本会議での反対討論
　滞納者の生命保険を差し押さえていること、組織のス
リム化が委託業務の増加を招いていること、※量出制入
による予算計上がされていないことなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　新たな任期に当たっての目標となる、秦野みらいづく
りプロジェクトを具体化させるための令和４年度予算に
おいて、臨時財政対策債や財政調整基金の取り崩しを大
幅に抑制するなど、過去最大の予算額の中でもプライマ
リーバランスを黒字としたことを評価する。
　施政方針において表明した全国屈指の森林観光都市を
目指すためには、市が明確なビジョンを示し市民と共有
する必要がある。次世代交通システムへの支援も含め、
取り組みを進めてほしい。
　また、経済活動の両立を目指す電子地域通貨の導入に
おいては、分かりやすい制度設計に努めるなど、ポスト
コロナの新しい潮流に市民が取り残されないよう十分に
配慮してほしい。加えて、暮らしの拠点が地方へ分散す
る動きが顕著となる中、新東名高速道路の開通は大きな
追い風となるため、その効果を市域全体に広げることを
期待している。

▼採決の結果
　委員会 原案可決（賛成多数）・本会議 原案可決（賛成多数）

議 会 の 動 向
○２月
	 16日	（水）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
	 17日	（木）	・議案送付
	 21日	（月）	・議会運営委員会
	 24日	（木）	・市議会第１回定例月会議開会
○３月
	 １日	（火）	・本会議（代表質問）
	 ２日	（水）	・本会議（代表質問）
	 ３日	（木）	・本会議（議案審議）  ・代表者会議  ・議会運営委員会
	 ４日	（金）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・総務分科会）
	 ７日	（月）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・文教福祉分科会）
	 ８日	（火）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・環境都市分科会）
	 10日	（木）	・総務常任委員会  ・予算決算常任委員会（補正予算・総務分科会）
	 11日	（金）	・文教福祉常任委員会
			  ・予算決算常任委員会（補正予算・文教福祉分科会）
	 14日	（月）	・代表者会議  ・環境都市常任委員会 
			  ・予算決算常任委員会（補正予算・環境都市分科会）
	 16日	（水）	・議会運営委員会  ・本会議（議案審議・一般質問）
			  ・議会報告会検討会
	 22日	（火）	・本会議（一般質問）  ・追加議案送付
	 23日	（水）	・本会議（一般質問）  ・代表者会議
	 25日	（金）	・議会運営委員会  ・予算決算常任委員会
			  ・市議会第１回定例月会議閉会  ・議会運営委員会
			  ・議会報編集委員会
	 28日	（月）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
	 29日	（火）	・代表者会議
○４月
	 15日	（金）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
	 22日	（金）	・代表者会議
	 28日	（木）	・代表者会議
○５月
	 ９日	（月）	・代表者会議
	 16日	（月）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
			  ・議会報編集委員会

討　　論

後期高齢者医療事業
特別会計

▼本会議での反対討論
　年齢差別と負担増の現行制
度を廃止し老人保健制度に戻
すべきであるため、反対する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）
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上地区から市域全体

※�学生団体Ｅ４（イーフォー）…公益社団法人秦野青年会議所が主催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort
（努力を怠らず）、Effect（私たちの秦野に良い影響を与えられるように活動しよう）という思いが込められている。

用語解説

　

定
例
月
会
議
初
日
に
示
さ
れ
た
市
長
の
施
政
方
針
や
令
和
４
年
度
予
算
に
対

し
て
３
月
１
日
、
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
各
会
派
か
ら
の
代
表
者
６
人
に

よ
り
「
代
表
質
問
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、
質
問
と
答

弁
の
要
旨
を
掲
載
）

　

各
議
員
の
記
事
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
代
表
質
問
の
動
画
を
視
聴
で
き

ま
す
。（
通
信
費
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

施
政
方
針
に

　
　対
す
る

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
が
公
約
に
掲
げ
る
「
５
つ
の

誓
い
２
０
２
２
」
の
実
現
へ
の
想
い
と
、

今
後
の
市
政
運
営
に
向
け
た
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
多
く
の
市
民
の
想
い
や
願
い
を
集

約
し
、
本
市
の
未
来
を
見
定
め
た
上
で

新
た
な
目
標
と
し
て
掲
げ
た
施
策
を
具

体
化
す
る
。
夢
と
希
望
に
満
ち
た
「
ふ

る
さ
と
秦
野
」
の
た
め
、
全
身
全
霊
で

市
政
運
営
に
当
た
る
覚
悟
で
あ
る
。

要
望　
本
市
を
愛
す
る
先
人
た
ち
、
地

域
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
新
東
名
高
速

道
路
の
開
通
を
契
機
に
、
全
国
屈
指
の

森
林
観
光
都
市
に
導
い
て
ほ
し
い
。

二　
新
年
度
予
算
の
基
本
姿
勢
と
評
価

に
つ
い
て

問　
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
が
必

要
な
中
、
過
去
最
大
と
な
る
令
和
４
年

度
予
算
の
基
本
姿
勢
と
評
価
は
ど
う
か
。

答　
新
型
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
社
会

一　
総
合
計
画
と
５
つ
の
誓
い
と
令
和

４
年
度
予
算
の
関
係
性
に
つ
い
て

問　
総
合
計
画
に
対
し
、
市
長
選
挙
で

掲
げ
ら
れ
た
「
５
つ
の
誓
い
」
で
は
、

２
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
５
つ
の
誓
い
」
は
総
合
計
画
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー

ス
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
２
つ
の
想

い
を
加
え
た
。
一
つ
目
は
、
４
駅
周
辺

を
持
続
可
能
な
都
市
拠
点
と
し
て
全
体

的
に
底
上
げ
し
た
い
と
の
想
い
で
あ
り
、

民
間
活
力
を
生
か
す
起
爆
剤
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
の
創
造
を
推
進
し
て
い
く
。

も
う
一
つ
は
、
新
た
な
課
題
に
積
極
果

敢
に
挑
戦
で
き
る
職
場
風
土
や
、
人
材

を
育
み
た
い
と
の
想
い
か
ら
加
え
た
市

役
所
改
革
で
あ
る
。
「
１
人
の
百
歩
よ

経
済
活
動
の
両
立
を
最
優
先
に
総
力
を

挙
げ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

将
来
の
財
政
需
要
を
見
極
め
、
都
市
像

実
現
に
向
け
た
施
策
に
重
点
配
分
し
た
。

三　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実

に
つ
い
て

問　
全
て
の
人
が
元
気
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
創
出
に
向
け
た
、

支
援
の
充
実
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
互
い
に
尊
重
さ
れ
共
に
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
や
就
労
機
会
の
充
実
を
図
る
。

四　
教
育
水
準
の
改
善
・
向
上
に
つ
い

て問　
民
間
や
地
域
と
連
携
し
た
学
習
支

援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え

た
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
力
を
生
か
し
た
寺
子
屋
方
式

の
放
課
後
学
習
支
援
事
業
や
非
認
知
能

力
に
着
目
し
た
学
力
向
上
施
策
で
あ
る

学
び
の
基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
令
和

４
年
度
に
お
い
て
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

五　
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
充
実
に

つ
い
て

問　
特
色
あ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
質

の
充
実
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
要

素
だ
が
、
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
育
水
準
の
向
上
に
は
集
団
性
の

確
保
が
重
要
と
な
る
。
引
き
続
き
、
よ

り
良
い
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

六　
表
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
の
推
進

り
百
人
の
１
歩
」
を
目
指
す
と
共
に
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
文
字
通
り
「
市

民
の
役
に
立
つ
所
」
を
目
指
す
。

問　

４
年
度
予
算
に
は
「
５
つ
の
誓

い
」
が
、
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
、
４
年

度
で
は
ど
れ
ほ
ど
実
現
す
る
の
か
。

答　
市
長
選
挙
時
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

掲
げ
た
項
目
の
９
割
以
上
に
対
し
、
予

算
配
分
を
行
っ
た
。
実
現
率
を
一
概
に

答
え
る
の
は
困
難
だ
が
、
任
期
中
に
お

け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
た
上
で
着

実
に
前
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
「
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
」

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

森も
り林
に
光
を
当
て
、
全
国
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
」
、「
自
然
と
都
市
機
能
が

調
和
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
造
し

一　
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
に
つ

い
て

問　
全
国
屈
指
の
森
林
観
光
都
市
を
目

指
す
に
当
た
り
、
本
市
が
誇
る
表
丹
沢

の
森
林
資
源
の
活
用
と
、
小
田
急
線
４

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
と
の
つ
な
が

り
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
域
の
53
％
を
占
め
る
森
林
を
含

む
表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
に
加
え
、
駅

周
辺
の
土
地
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
自
然
と
活
気
あ
る
市
街
地
に
多

く
の
来
訪
者
を
迎
え
た
い
。

二　
学
校
給
食
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
12
月
に
始
ま
っ
た
中
学

校
給
食
に
地
場
産
品
の
活
用
が
決
ま
っ

た
が
、
国
に
よ
る
有
機
農
業
の
推
進
を

踏
ま
え
、
有
機
農
産
物
を
学
校
給
食
に

取
り
入
れ
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
給
食
費
を
財
源
と
す
る
学
校
給
食

に
お
い
て
は
有
機
農
業
の
付
加
価
値
を

価
格
に
転
嫁
し
づ
ら
い
面
は
あ
る
が
、

食
育
と
し
て
の
効
果
を
踏
ま
え
、
供
給

に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。

要
望　
全
て
秦
野
産
の
食
材
を
用
い
た

給
食
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

残
さ
の
資
源
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

三　
移
住
・
定
住
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
は
約
４
０
０
人
の
転

入
超
過
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
移
住
の
機

運
を
的
確
に
捉
え
る
に
は
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
に
よ
る
丁
寧
な
対
応
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
住
宅
政
策
・
移
住
相
談
担
当
を
新

設
し
、
移
住
に
関
す
る
総
合
的
な
窓
口

と
し
て
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
た
い
。

要
望　
４
年
度
に
作
成
す
る
移
住
・
定

住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
子
育
て
や
教

育
な
ど
の
情
報
も
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

四　
市
民
と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ

て
創
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
高

校
生
議
会
を
受
け
※
学
生
団
体
Ｅ
４
か

ら
陳
情
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
な
る
若
者
の
参
画
が
必

要
だ
が
、
活
動
拠
点
の
整
備
は
ど
う
か
。

答　
駅
周
辺
な
ど
利
便
性
の
高
い
拠
点

を
求
め
る
声
を
踏
ま
え
、
県
が
進
め
る

県
道
７
０
５
号
の
整
備
に
合
わ
せ
て
活

動
拠
点
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

創  
和  
会　
　
福
森　
真
司

夢
・
希
望
を
持
ち
実
現
で
き
る

ふ
る
さ
と
秦
野
を
目
指
し
て

市
民
ク
ラ
ブ　
　
大
野　
祐
司

「
５
つ
の
誓
い
２
０
２
２
」の

着
実
な
推
進
を
望
む

公  

明  

党　
　
中
村　
英
仁

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

一
層
の
配
慮
を

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
風
間　
正
子

表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
と
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
造
の
一
体
的
な
推
進
を

に
つ
い
て

問　
構
想
の
具
現
化
に
は
、
都
心
か
ら

近
い
山
岳
・
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

聖
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
表
丹
沢
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
総

合
Ｈ
Ｐ
の
運
用
や
、
通
年
の
体
験
を
ま

と
め
た
（
仮
称
）
表
丹
沢
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
構
築
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

要
望　
多
く
の
人
が
本
市
の
魅
力
を
知

り
、
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
な

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
ほ
し
い
。

七　
戸
川
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
へ

の
技
術
支
援
に
つ
い
て

問　
権
利
者
の
合
意
形
成
を
図
る
取
り

た
い
」
と
い
う
決
意
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。
他
の
地
域
に
類
を
見
な
い
地
域

資
源
が
広
く
点
在
し
、
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
本
市
の
新
た
な
ま
ち
の

姿
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

二　
電
子
地
域
通
貨
の
導
入
検
討
に
つ

い
て

問　
以
前
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
対

策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
な
ど
の
紙
媒
体
を
用
い
て
い
た
が
、

電
子
媒
体
と
す
る
理
由
は
何
か
。

答　
紙
媒
体
で
の
多
大
な
業
務
負
担
な

ど
が
課
題
だ
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
電
子
媒
体
の
導
入
を
検
討
す
る
。

組
み
を
着
々
と
進
め
て
い
る
が
、
組
合

設
立
ま
で
の
展
望
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
準
備
組
合
で
は
、
事
業

計
画
案
の
確
定
、
仮
同
意
の
収
集
、
関

係
機
関
協
議
、
業
務
代
行
予
定
者
の
決

定
を
順
次
進
め
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
準
備
組
合
、
業
務
代
行
予
定
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
に
よ
り
事
業

へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

一　
新
型
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

問　
感
染
拡
大
防
止
の
鍵
は
ワ
ク
チ
ン

だ
と
考
え
る
が
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
接
種
券
の
発
送
や
情
報
提
供
、
接
種

体
制
に
つ
い
て
、
本
市
の
対
応
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
本
人
や
保
護
者
に
接
種
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
厚
生
労
働

省
や
本
市
が
作
成
し
た
小
児
向
け
の
案

内
を
同
封
し
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。

接
種
は
令
和
４
年
４
月
７
日
よ
り
開
始

す
る
た
め
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
集
団
接
種
会
場
に
は
小
児
科
医
師
を

配
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

二　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
市
内
の
通
学
路
の
点
検
や
安
全
対

策
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
令
和
４
年
度

に
お
け
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
４
年
度
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
啓
発

看
板
の
設
置
に
加
え
、
運
転
者
の
視
覚

に
直
接
訴
え
る
よ
う
な
路
面
標
示
に
よ

る
対
策
を
進
め
る
。

三　
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家

庭
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
度
に
お
け
る
、
児
童
虐

待
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
の
問
題
へ

の
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
重
い
負

担
を
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
表

面
化
し
に
く
い
家
庭
内
の
複
合
的
な
課

題
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
福
祉
や

教
育
、
医
療
な
ど
の
関
係
機
関
の
職
員

に
向
け
た
周
知
や
研
修
、
広
く
市
民
に

向
け
た
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

四　
園
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
い

て問　
本
市
で
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り

園
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た

TANZAWA LIFEポータルサイト

と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の
推
進
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
誰
も
が
輝
く
暮
ら
し
良
い
都ま
ち市
を

目
指
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推

進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
特
別
支
援
教

育
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
就

学
前
と
義
務
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
強

化
す
る
。
ま
た
、
国
が
新
た
に
始
め
る

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
準
備
を
進
め
て
い
る
。
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答　
本
事
業
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

全
身
全
霊
で
早
期
実
現
に
取
り
組
む
。

地
域
が
持
つ
優
良
な
資
源
や
都
心
に
近

接
す
る
利
便
性
な
ど
を
生
か
し
た
雇
用

創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

企
業
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

四　
公
共
施
設
再
配
置
に
つ
い
て

問　
新
庁
舎
の
建
て
替
え
は
多
額
の
建

設
費
が
必
要
と
な
る
。
建
設
に
対
す
る

取
り
組
み
や
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
役
所
本
庁
舎
は
、
義
務
教
育
や

子
育
て
支
援
に
関
す
る
機
能
と
共
に
最

優
先
で
行
政
事
務
の
機
能
を
維
持
す
る
。

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
財
政
負
担
の
平

準
化
な
ど
を
考
慮
し
、
市
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

議長公務（２月～５月）

○２月
16日（水） 第66回丹沢まつり第１回実行委員会
27日（日） 令和３年度公益財団法人秦野市スポーツ協会

スポーツ功労者等表彰式
○３月
５日（土） NPO法人はだの大日堂保存会令和４年度

通常総会
24日（木） 秦野警察署東海大学駅前交番開所式
29日（火） 令和４年度市民による森林づくり

実行委員会第１回会議
○４月
13日（水） 関東市議会議長会監事会・正副会長会議・

支部長会議
16日（土） 新東名高速道路開通式典
17日（日） 第66回秦野丹沢まつり 登山安全祈願式
19日（火） 秦野地区更生保護女性会令和４年度定期総会
20日（水） 秦野市国際交流協会2022年度定期総会

（副議長代理出席）
22日（金） 第208回神奈川県市議会議長会定例会
27日（水） 関東市議会議長会理事会・定期総会
○５月
９日（月） 秦野パサデナ友好協会2022年度定期総会

（副議長代理出席）
11日（水） 秦野・坡州友好協会2022年度定期総会
12日（木）～13日（金）
   関東市議会議長会 新旧正副会長会議

自
民
党
秦
野　

 　
　
高
橋　
文
雄

一　
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
に
つ
い
て

問　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
し
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
機
械
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢
者

な
ど
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
従
来
と
同
様
に
紙
で
の
申
請
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
操
作
方
法
に

つ
い
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
問
い

合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ　
　
吉
村　
慶
一

一　
市
長
選
挙
前
の
情
報
操
作
へ
の
対

応
に
つ
い
て

問　
民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
選
挙
の

前
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
事
実
と
異
な
る

情
報
が
流
さ
れ
る
と
、
民
意
が
ゆ
が
め

ら
れ
、
選
挙
の
結
果
に
対
す
る
信
頼
感

が
薄
れ
る
。
例
え
ば
、
先
の
市
長
選
挙

に
立
候
補
し
た
佐
藤
伸
一
氏
は
、
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
秦
野
版
の
令
和
３
年
12
月

10
日
号
に
お
い
て
「
子
供
達
の
減
少
に

よ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
利
用
の
生

徒
数
が
激
減
す
る
予
測
を
し
な
が
ら
、

４
年
間
で
の
成
果
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
20

年
間
で
約
80
億
円
も
の
負
債
を
負
っ
て

ハ
コ
モ
ノ
を
建
て
、
そ
の
ツ
ケ
を
子
供

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
次
世
代
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問　
日
本
の
地
方
は
ク
ル
マ
社
会
で
、

免
許
を
返
納
し
た
後
期
高
齢
者
は
ど
の

よ
う
に
生
活
す
れ
ば
良
い
の
か
と
考
え

て
し
ま
う
。
免
許
返
納
者
は
今
後
増
え

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
超
高
齢
社
会
の
到
来
、
免
許
更
新

時
検
査
の
厳
格
化
の
影
響
か
ら
、
免
許

返
納
者
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
※
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
は
ど
う
か
。

答　
既
に
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
で
は
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
と
な
る
「
Ｅエ
モ
ッ
ト

Ｍ
ｏ
ｔ
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。
市
単
独
で
の
導

入
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
し
っ
か
り

連
携
し
て
い
き
た
い
。

問　
栃
窪
・
渋
沢
エ
リ
ア
で
運
行
し
て

い
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
の
状
況
と
課
題
は
ど
う
か
。

問　
教
育
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
偏
る
こ

と
が
読
解
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
の

指
摘
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
課
題
に
対

す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
学
習
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い

る
。
読
解
力
の
向
上
に
は
読
書
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
は
だ
の
っ
子
ア
ワ

ー
ド
に
読
書
活
動
部
門
も
新
設
す
る
な

ど
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

二　
秦
野
名
産
の
落
花
生
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て

問　
落
花
生
栽
培
の
基
本
は
土
づ
く
り

で
あ
り
、
有
機
質
肥
料
に
よ
り
※
根こ

ん

粒り
ゅ
う菌
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
が
、
栽

培
に
関
す
る
指
導
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
農
業
協
同
組
合
主
催
の
栽
培
講
習

会
を
毎
年
開
催
す
る
と
と
も
に
、
作
付

け
前
に
農
協
が
出
荷
者
を
対
象
に
実
施

す
る
土
壌
診
断
の
結
果
を
基
に
し
た
土

壌
改
良
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
落
花
生
生
産
支
援
事
業
補
助
金
制

度
を
設
け
、
生
産
振
興
に
努
め
て
い
る
。

達
に
負
わ
せ
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
約
80
億
円
の
内
訳
を
問
う
。

答　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
約

18
億
円
、
そ
の
20
年
間
の
運
営
業
務
費

に
約
42
億
円
、
予
備
費
に
９
億
円
、
各

校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
工
事
費
に
約

６
・
８
億
円
、
配
膳
台
・
食
器
な
ど
に

約
０
・
87
億
円
、
そ
の
他
事
務
費
な
ど

に
約
３
・
６
億
円
で
約
80
億
円
に
な
る
。

問　
「
そ
の
他
事
務
費
な
ど
」
と
は
、

給
食
費
の
徴
収
を
学
校
の
仕
事
か
ら
市

の
仕
事
に
移
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
リ

ー
ス
料
な
ど
の
こ
と
で
、
小
学
校
の
分

を
含
ん
で
お
り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

費
用
は
、
毎
年
度
の
予
算
執
行
に
よ
る

も
の
で
あ
り
「
子
ど
も
達
に
ツ
ケ
を
負

わ
せ
る
」
と
い
う
表
現
は
不
適
切
で
あ

る
。
し
か
し
、
行
政
は
選
挙
に
際
し
て

中
立
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
反
論
す
る

こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。

答　
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
、
平

均
で
約
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
乗
車
人

数
の
向
上
が
課
題
と
な
る
。

意
見　
今
後
は
Ａ
Ｉ
や
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
効
率
的
な
配
車
が
課
題
。
ド
ア
・

ト
ゥ
・
ド
ア
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
を

考
え
る
際
に
、
小
田
急
４
駅
か
ら
の
２

次
交
通
と
し
て
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の

中
間
的
な
存
在
で
あ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
。
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
実
現
は
、
免
許
を
持
て
な
い
人

に
と
っ
て
福
音
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

地
方
公
共
交
通
機
関
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。
政
府
の
「
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
８
」
で
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
き
っ
か
け

に
足
づ
く
り
と
街
づ
く
り
の
間
に
橋
を

架
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
ク
ル
マ
中

心
社
会
か
ら
人
間
中
心
社
会
へ
」
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

給食センターの建設費は約18億円

落花生の振興を（掘り取り農園）

平成27年全国都市交通特性調査
（国土交通省）

※根
こんりゅう

粒菌…大気中の窒素からアンモニアを作り、植物の生育に欠かせない窒素を供給する働きをする土壌微生物のこと。
※ＭａａＳ… Mobility as a Serviceの略で、地域住民や旅行者一人一人の単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせ、１つのスマート

フォンのアプリを通じて、検索・予約・決済などを一括で行うサービスのこと。

用語解説

「
デ
ジ
タ
ル
機
器
」ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

紙
媒
体
の
教
育
も
重
視

選
挙
前
の
情
報
操
作
に
対
し
て

行
政
は
反
論
せ
よ

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
マ
イ
カ
ー
な
ど
の
移
動
手
段
を「
所
有
」か
ら「
使
用
」へ

シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
出
す
る
概
念

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
施
政
方
針
に
あ
る
「
誰
も
が
住
ん

で
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
元
気
溢
れ

る
ふ
る
さ
と
秦
野
」
を
つ
く
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
と

経
済
を
立
て
直
す
に
は
、
市
民
負
担
を

軽
減
し
、
暮
ら
し
の
土
台
を
支
え
る
必

要
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
総
合
計
画
は
だ
の
２
０
３
０
プ
ラ

ン
の
推
進
に
当
た
り
、
市
民
が
ま
ち
づ

く
り
の
主
人
公
と
い
う
考
え
の
下
、
市

民
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に
し
て
効
果

的
な
情
報
発
信
と
そ
の
共
有
に
努
め
、

協
働
、
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

二　
平
和
へ
の
取
組
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
１
月
22
日
に
核
兵
器
禁

止
条
約
が
発
効
し
て
１
年
、
市
長
は
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
が
、
日

本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
岸

田
政
権
に
対
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
を
求
め
る
べ
き
だ
が
ど
の
よ
う
か
。

日
本
共
産
党　
　
佐
藤　
文
昭

市
長
は
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
を

応
援
す
る
市
独
自
の
支
援
を
せ
よ

答　
国
政
の
場
で
判
断
す
る
た
め
、
市

長
と
し
て
発
言
す
る
立
場
に
な
い
と
考

え
る
が
、
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し
て

い
る
本
市
は
、
平
和
を
希
求
す
る
姿
勢

を
示
し
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
平
和

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
る

た
め
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
廃
止
を
提

案
し
て
い
る
が
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
措
置
は
、

全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
継
続
し
て
国

へ
要
望
を
行
っ
た
こ
と
で
支
援
制
度
が

創
設
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
。
廃
止
に
つ
い
て
は
本
市
独
自
の

判
断
で
は
な
く
、
医
療
保
険
全
体
で
検

討
す
る
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　一般質問は、３月16日、22日、23日の３日間
行われ、15人の議員が登壇しました。
　一般質問は、５面から７面に掲載されていま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要旨
を掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読み込む
と、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

要
望　
透
明
マ
ル
チ
シ
ー
ト
の
活
用
で

省
力
化
が
図
ら
れ
、
増
収
に
も
つ
な
が

る
。
効
果
的
な
栽
培
方
法
の
普
及
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

一 般 質 問

秦野市平和祈念公園

一　
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
像
の
在
り
方
に

つ
い
て

問　
市
長
は
１
期
目
に
お
い
て
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
政
策
の
実
現

を
果
た
す
と
述
べ
た
が
、
そ
の
た
め
に

は
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

の
総
括
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
国
や
県
な
ど
へ
の
パ
イ
プ
を
生
か

し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
要
望
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
も
率
先
し

て
関
係
機
関
な
ど
へ
働
き
か
け
、
信
頼

関
係
の
構
築
に
努
め
、
本
市
の
魅
力
を

広
く
市
内
外
に
発
信
す
る
。

二　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
に
つ
い
て

問　
地
域
の
顔
で
あ
る
駅
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
創
造
に
は
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

や
り
方
、
担
い
手
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
。
４
駅
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
懇
話
会
を
設
け
、
地
域
の
課
題
を

共
有
し
解
決
の
方
向
性
を
定
め
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き

る
機
会
を
つ
く
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

三　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
と
企
業

誘
致
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
の
周
辺
整
備
事

業
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
企

業
誘
致
に
当
た
り
、
進
出
を
想
定
し
て

い
る
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
か
。

自
民
党
秦
野　
　
今
井　
　
実

本
市
の
飛
躍
発
展
の
鍵
を
握
る

新
東
名
高
速
道
路
周
辺
整
備
を
急
げ

議長の主な公務について
お知らせします。
より詳細な公務日程につ
いては、市議会ホームペ
ージでも公開しています。 小菅　基司 議長
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市
長
は
市
民
か
ら
の
公
職
選
挙
法
違
反

と
の
指
摘
に
説
明
責
任
を
果
た
せ

企
業
誘
致
な
ら
効
果
を
明
確
に

整備が進む戸川地区

公
文
書
適
正
管
理
の
た
め
の

条
例
の
制
定
を

児
童
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う

通
学
路
へ
の
歩
道
の
設
置
を

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

問　
企
業
誘
致
を
行
う
場
合
に
は
、
経

済
波
及
効
果
（
操
業
前
、
操
業
後
、
雇

用
誘
発
な
ど
）
を
試
算
し
、
地
域
住
民

や
市
民
に
説
明
し
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
が
、
戸
川
地
区
の
調
査
は
実
施
し

た
の
か
。

答　
戸
川
地
区
へ
の
企
業
立
地
に
係
る

経
済
波
及
効
果
の
調
査
は
、
立
地
の
前

提
条
件
や
業
種
想
定
を
仮
置
き
し
、
令

和
元
年
度
に
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
試
算

し
た
。
製
造
業
が
多
く
立
地
し
た
場
合

の
効
果
額
は
、
建
設
時
に
約
１
５
４
億

円
、
操
業
後
は
毎
年
約
５
２
１
億
円
と

推
計
さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
、
建
設
時
に

約
１
１
０
０
人
分
、
操
業
後
に
約
２
千

人
分
の
業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ

れ
た
。
ま
た
、
運
送
業
が
多
く
立
地
し

た
場
合
は
、
建
設
時
に
約
２
８
５
億
円
、

操
業
後
は
毎
年
約
１
８
７
億
円
と
推
計

さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
、
建
設
時
に
約
２

７
０
０
人
、
操
業
後
に
約
９
０
０
人
の

業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ
れ
た
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
の
管
理
に
つ
い

て問　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
は
、
い
わ
ゆ
る

廃
棄
物
処
理
法
違
反
だ
け
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
盛
土
条
例
に
も
抵
触
し
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
は
あ
っ
た
。

問　
建
設
部
の
ト
ッ
プ
の
識
見
と
し
て
、

条
例
違
反
の
認
識
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
安
全
性
の
視
点
か
ら
は
、
条
例
に

即
抵
触
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　
過
去
に
、
土
の
不
適
切
な
管
理

に
よ
り
溢い

っ
す
い水
し
、
安
全
と
は
言
え
な
い
。

二
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
必
要
な
支
援
に

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。
途
切
れ
の
な
い

支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
か
。

答　
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

問　
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
生
活

保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
生

活
保
護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な

た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら

創
　
和
　
会
　
　
　
谷
　
　
和
雄

一
　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
取

り
組
む
渋
沢
小
・
中
学
校
は
、
千
村
地

区
の
八
重
桜
が
日
本
一
の
出
荷
量
で
あ

る
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
で

高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
出
荷
が
減
少
し

て
い
る
事
に
危
機
感
を
持
ち
、
渋
沢
の

宝
「
八
重
桜
」
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
生
徒
か
ら
の
提
案
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
が
誇
る
地
域
資
源
で
あ
り
観

光
資
源
で
あ
る
八
重
桜
に
関
す
る
生
徒

か
ら
の
提
案
は
、
思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
の
表
れ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
秦
野
市
長
選
挙
に
つ
い
て

問　
市
長
選
挙
の
投
開
票
日
に
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
投
票
依
頼
は

公
職
選
挙
法
違
反
と
の
情
報
提
供
が
市

民
か
ら
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

答　
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

り
市
民
に
多
大
な
る
迷
惑
を
か
け
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
投
票
依
頼
が
投
開
票
日
と
な
っ
た
の

は
事
務
所
の
配
信
責
任
者
が
管
理
者
に

テ
ス
ト
配
信
し
、
管
理
者
の
返
信
を
待

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
テ
ス
ト
配
信
し
た

つ
も
り
の
投
稿
文
が
本
配
信
さ
れ
て
し

自
民
党
秦
野
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
６
月
に
通
学
路
で
児
童

が
軽
自
動
車
と
接
触
し
大
け
が
を
す
る

交
通
事
故
が
発
生
し
た
が
、
教
育
委
員

会
や
学
校
に
よ
る
再
発
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
事
故
後
、
改
め
て
児
童
へ
の
交
通

安
全
指
導
や
、
同
じ
地
区
の
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
登
下
校
す
る
た
め
の
「
地

区
児
童
会
」
や
登
校
時
の
安
全
確
保
に

取
り
組
む
「
班
長
・
副
班
長
会
議
」
な

ど
の
場
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
交

通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

公
　
明
　
党
　
　
　
山
下
　
博
己

一
　
公
文
書
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
近
年
の
行
政
に
よ
る
公
文
書
の
ず

さ
ん
な
管
理
に
対
し
適
正
な
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
情
報
関
連
三
法
と
し

て
①
公
文
書
管
理
法
、
②
情
報
公
開
法
、

そ
し
て
製
造
業
、
運
送
業
が
立
地
し
た

場
合
で
は
、
建
設
時
に
約
２
３
２
億
円
、

操
業
後
に
毎
年
約
３
５
４
億
円
と
推
計

さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
建
設
時
に
約
２
１

０
０
人
分
、
操
業
後
に
約
１
７
０
０
人

分
の
業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ
れ

た
。
な
お
、
こ
の
試
算
に
つ
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
産
業
連
関
表
に
基
づ
く

試
算
と
な
る
の
で
、
参
考
の
一
例
と
し

て
い
る
。

要
望　
地
権
者
が
心
配
し
て
い
る
地
下

水
調
査
の
完
了
は
４
年
度
上
半
期
中
と

の
こ
と
だ
が
、
地
域
住
民
に
説
明
で
き

る
よ
う
早
期
に
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
あ
る
。

他
の
自
治
体
は
Ｈ
Ｐ
や
公
民
館
な
ど
の

窓
口
に
「
保
護
の
し
お
り
」
が
あ
る
が
、

本
市
は
Ｈ
Ｐ
に
も
な
い
。
自
宅
療
養
者

や
自
主
療
養
者
に
配
付
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
「
保
護
の
し
お
り
」
は
生
活
保
護

申
請
者
や
受
給
者
向
け
に
作
成
し
た
も

の
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な
情
報
が
届

く
よ
う
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
市
民
の
困
窮
し
て
い
る
状
況
を

把
握
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い

う
視
点
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　
子
ど
も
の
思
い
を
受
け
、
八
重
桜

を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
地
域
資
源
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

要
望　
地
域
の
声
を
生
か
し
た
学
校
づ

く
り
は
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
な
り
、

地
域
活
性
化
や
今
後
の
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

桜
の
収
穫
、
生
産
、
販
路
ま
で
一
貫
し

た
魅
力
発
信
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
新
東
名
高
速
道
路
に
関
す
る
周
辺

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
道
路

整
備
、
水
路
整
備
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
県
道
７
０
５
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
市
道
菖
蒲
13
・
14
号
線
の

改
良
を
進
め
、
雨
水
の
増
加
も
鑑
み
減

水
対
策
と
し
て
調
整
池
の
設
置
な
ど
を

ま
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
も
の
で
あ
る
。

問　

配
信
内
容
に
は
「
今
日
は
投
票

日
」
、
「
是
非
高
橋
ま
さ
か
ず
に
お
任

せ
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
る
。
公
職
選
挙

法
違
反
が
疑
わ
れ
る
テ
ス
ト
配
信
の
前

後
に
お
い
て
市
長
は
確
認
し
た
の
か
。

答　
配
信
前
に
は
確
認
し
て
い
な
い
。

二
　
集
中
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て

問　
曽
屋
地
区
急
傾
斜
地
下
の
住
民
は

雨
が
降
る
度
に
眠
れ
な
い
状
況
が
続
く
。

引
き
続
き
県
と
対
応
を
協
議
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
千
村
地
区
の
蛍
生

息
地
は
再
度
集
中
豪
雨
の
被
害
が
危
惧

さ
れ
る
。
現
地
調
査
の
考
え
は
ど
う
か
。

ま
た
、
教
職
員
が
学
校
周
辺
で
見
守
り

を
行
う
な
ど
再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
事
故
が
発
生
し
た
場
所
は
幅
員

４
㍍
の
歩
道
の
な
い
通
学
路
で
あ
り
、

車
両
が
来
た
場
合
、
児
童
の
逃
げ
場
が

な
い
た
め
、
片
側
だ
け
で
も
歩
道
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

二
　
（
仮
称
）
羽
根
ス
ポ
ー
ツ
広
場
用

地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
本
件
は
令
和
３
年
３
月
第
１
回
定

例
会
で
も
質
問
し
、
市
長
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
検
討
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

③
個
人
情
報
保
護
法
が
あ
る
が
、
本
市

で
は
②
・
③
は
条
例
化
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
肝
心
な
①
は
規
定
で
と
ど
ま

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
三
法
の
整
合

性
を
取
る
意
味
で
も
、
公
文
書
管
理
条

例
の
制
定
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
歴
史
的
文
書
を
含
む
行
政
文
書
を

よ
り
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民

へ
の
説
明
責
任
や
適
切
か
つ
効
率
的
な

行
政
運
営
に
資
す
る
意
味
か
ら
も
、
条

例
の
制
定
は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
他
市
の
事
例
を
研
究
し
参
考
に
し

な
が
ら
条
例
化
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

問　
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
新
型
感

答　
現
地
を
監
視
し
県
と
他
の
対
応
が

で
き
る
か
協
議
し
た
い
。
千
村
地
区
の

現
地
調
査
は
令
和
４
年
３
月
中
に
行
う
。

三
　
矢
坪
沢
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
住
民
合
意
に
は
全
市
民
に
説
明
が

必
要
と
考
え
る
。
矢
坪
沢
の
測
量
や
詳

細
設
計
の
具
体
的
実
施
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
測
量
は
令
和
４
年
６
月
か
ら
10
月
、

地
質
調
査
は
７
月
か
ら
11
月
に
予
定
し
、

５
年
３
月
に
詳
細
設
計
を
完
了
し
た
い
。

答　
本
用
地
は
「
森
林
資
源
の
活
用
拠

点
を
軸
と
し
た
環
境
共
生
に
資
す
る
土

地
利
用
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
土
地

利
用
方
針
を
決
め
て
お
り
、
「
ス
ポ
ー

ツ
利
用
」
か
ら
「
秦
野
ら
し
さ
を
生
か

し
た
土
地
利
用
」
へ
転
換
し
、
表
丹
沢

の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

要
望　
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
森
林

資
源
の
有
効
活
用
と
活
性
化
に
つ
な
が

る
土
地
利
用
構
想
を
策
定
し
て
ほ
し
い
。

染
症
へ
の
行
政
対
応
な
ど
を
、
公
文
書

記
録
と
し
て
残
す
考
え
は
ど
う
か
。

答　
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
歴
史
的
文
書
選
別
基
準

に
お
い
て
保
存
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
。

二
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
の
取
組
に

つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
脱
炭
素
社
会
の
構
築
へ

向
け
て
数
々
の
提
案
を
し
て
お
り
、
今

回
の
産
業
都
市
を
目
指
す
市
長
公
約
は

評
価
す
る
。
そ
の
構
想
の
概
要
と
実
施

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
紹
介
の
あ
っ
た
事
例
も

参
考
と
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
視
野
に
入
れ
て
令
和

４
年
度
に
構
想
の
策
定
に
着
手
し
、
民

間
活
力
の
導
入
も
踏
ま
え
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
国
の
選
定
に
応
募
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち
の

役
に
立
つ
生
活
保
護
制
度
を

子
ど
も
た
ち
の
声
を 

地
域
の
声
を

生
か
し
た
市
政
運
営
に
努
め
よ

し
て
い
る
。
柳
川
地
区
の
工
事
用
道
路

の
復
元
工
事
は
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

秦野市伊勢原市環境衛生組合の
旧管理事務所の文書庫

公正な選挙を

生活保護の申請案内（厚生労働省HP）

八重桜の活用を

安全な通学路の整備を
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秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
再
開
に

向
け
た
取
り
組
み
に
全
力
を

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

問　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
に
積
極
的
な
勧
奨
が
再
開
さ
れ
る

が
、
接
種
の
勧
奨
が
控
え
ら
れ
た
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代
へ
の
対
応
や
副
反
応

が
生
じ
た
場
合
の
相
談
体
制
は
ど
う
か
。

答　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
接
種
機

会
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
全
学

年
一
斉
に
個
別
通
知
す
る
。
ま
た
、
副

反
応
や
救
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
県
の

窓
口
が
一
元
的
に
受
け
付
け
、
市
は
情

報
提
供
を
担
う
が
、
相
談
者
に
は
丁
寧

に
応
じ
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
る
。

二　
若
者
の
移
住
定
住
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
就
職
が
重
な
る
20
代
前
半

の
若
者
世
代
が
転
出
超
過
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
職
員
の
採
用
後
に
移
住
や
定

住
に
つ
な
げ
る
た
め
、
奨
学
金
の
返
還

支
援
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
土
木
や
建
築
な
ど
の
技
術
職
員
の

採
用
に
苦
慮
す
る
状
況
も
あ
る
。
奨
学

無
所
属
ク
ラ
ブ　
　
木
村　
眞
澄

一　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
生
徒
が
喜
ぶ
中
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
保
温
性
が
高
い
食
缶
の
使
用
や
、

地
場
野
菜
を
活
用
し
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
は
幅
広
く
市
民
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
募
り
給
食
を
提
供
す
る

ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
た
な

献
立
開
発
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
保
護
者
か
ら
は
、
提
供
さ
れ
る
お

か
ず
の
量
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
提
供
開
始

後
の
生
徒
た
ち
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
が
示
す
基
準
を
も
と
に
献
立
を

創　
和　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

問　
国
の
借
金
１
２
１
８
・
４
兆
円
、

県
の
借
金
４
・
４
兆
円
、
本
市
の
借
金

７
３
３
・
６
億
円
。
令
和
５
年
度
か
ら

７
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
約
27
億
円
の

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
が
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
型
感
染
症
や
国
際
情
勢
な
ど
の

動
向
に
よ
っ
て
は
、
財
政
状
況
が
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
危
機
感
と
緊
張
感
を
持
ち
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

二　
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
①
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
状

況
は
、
②
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
は
、
③
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
は
、

④
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
数
の
状
況
は
、
⑤
通
学
路
の

整
備
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　
①
令
和
４
年
３
月
22
日
時
点
で
５

４
４
０
人
の
感
染
と
12
人
の
死
亡
。
②

集
団
接
種
会
場
へ
小
児
科
医
師
の
配
置

や
小
児
用
救
急
物
品
の
確
保
な
ど
を
行

市
民
ク
ラ
ブ　
　
野
々
山　
静
香

一　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
女
性
の
活
躍

に
つ
い
て

問　
ス
ポ
ー
ツ
は
「
す
る
」
だ
け
で
な

く
「
み
る
」
、
「
さ
さ
え
る
」
の
視
点

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
女
性
の
活

躍
の
場
や
参
画
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
女
性
の
活
躍
は
、
社
会
に
活
力
を

与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
公
益

財
団
法
人
秦
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
指

定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
、
秦
野
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、
女
性
が
参
画

し
や
す
い
環
境
の
醸
成
を
図
る
。

二　
介
護
に
お
け
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て

問　
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
増

創　
和　
会　
　
　
原　
　
　
聡

一　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

問　
こ
の
病
気
は
尻
も
ち
・
く
し
ゃ
み

程
度
の
衝
撃
で
も
な
り
え
る
も
の
で
、

立
位
・
座
位
で
い
る
と
目
ま
い
や
吐
き

気
な
ど
の
症
状
が
起
き
、
体
を
横
に
す

る
と
収
ま
る
事
例
が
多
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
専
門
家
の
情
報
で
は
脳
脊
髄
液

が
少
な
い
10
歳
前
後
は
特
に
注
意
を
要

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
民
に
対
す
る

情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
で
は
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
周
知
し

て
い
る
。
学
校
で
は
養
護
教
諭
が
脳
脊

髄
液
減
少
症
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

創　
和　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
大
規
模
噴
火
対
策
に
つ
い
て

問　
南
太
平
洋
の
ト
ン
ガ
諸
島
で
、
津

波
や
火
山
灰
に
よ
る
被
害
が
生
じ
て
い

る
。
日
本
で
も
、
歴
史
的
に
同
規
模
の

噴
火
が
発
生
し
て
い
る
が
、
有
事
に
お

け
る
本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

金
の
返
還
支
援
が
応
募
や
移
住
の
増
加

に
つ
な
が
る
か
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

三　
「
夕
暮
の
ま
ち
」
に
つ
い
て

問　
本
市
が
誇
る
郷
土
の
歌
人
、
前
田

夕
暮
が
少
年
期
に
感
性
を
磨
い
た
弘
法

山
周
辺
の
環
境
を
整
備
し
、
「
夕
暮
」

を
さ
ら
に
身
近
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
同
時
代
に
活
躍
し
た
若
山
牧
水
や

北
原
白
秋
な
ど
と
比
較
す
る
と
知
名
度

は
低
い
。
令
和
５
年
の
生
誕
１
４
０
周

年
に
向
け
、
関
係
部
署
が
連
携
し
知
名

度
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
前

田
夕
暮
の
名
前
を
生
か
し
た
来
訪
者
へ

の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

作
成
し
、
必
要
な
給
食
の
量
を
提
供
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。
１
人
分
の
量
を

基
準
に
、
ク
ラ
ス
の
人
数
に
合
わ
せ
て

配
缶
を
し
て
い
る
が
、
生
徒
は
体
調
な

ど
適
量
を
考
え
て
配
膳
を
し
て
い
る
。

要
望　
お
か
ず
の
量
が
少
な
い
と
い
う

声
が
あ
る
の
も
事
実
な
の
で
、
改
善
点

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
改
善
を
し
て
ほ
し
い
。

二　
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
援
助
を
必

要
と
す
る
保
護
者
に
対
し
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
係
る

通
信
費
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
公
会

計
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
就
学
援
助

っ
た
。
③
多
く
の
人
の
協
力
に
よ
る
食

料
支
援
の
ほ
か
に
自
立
相
談
な
ど
の
支

援
も
行
っ
た
。
④
小
学
生
で
65
人
、
中

学
生
で
１
５
６
人
。
⑤
改
善
要
望
は
１

２
６
件
、
う
ち
23
件
は
３
年
度
内
、
28

件
は
４
年
度
に
対
応
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
１
１
７
カ
所
の
除
去
が
完
了
し
た
。

三　
森
林
観
光
都
市
に
つ
い
て

問　
①
快
適
な
車
中
泊
が
で
き
る
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
の
整
備
は
、
②
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
①
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

車
中
泊
が
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
②
公

民
連
携
の
効
果
や
実
現
性
を
検
討
す
る
。

加
し
、
駐
車
な
ど
の
課
題
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
本
市
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
訪
問
先
の
駐
車
場
の
確
保
が
困
難

な
場
合
は
、
近
隣
住
宅
や
店
舗
な
ど
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
活
用
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
が
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合

は
警
察
署
で
駐
車
許
可
手
続
き
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
近
く
の
有
料
駐
車
場
を

に
つ
い
て
情
報
収
集
な
ど
を
図
る
と
と

も
に
、
教
育
委
員
会
で
は
各
校
に
対
し

適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
こ
の
病
気
で
苦
し
ん
で
い
た
子

ど
も
が
※
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
に
よ

る
治
療
を
開
始
す
る
ま
で
に
１
５
０
０

日
を
要
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
医
師
会

や
県
の
教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
図
り
、

情
報
発
信
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

問　
国
は
食
料
自
給
率
45
％
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る

農
業
の
担
い
手
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
５
年
前
と
比
べ
農
家
戸
数
は
約
28

％
減
で
、
過
去
20
年
間
の
推
移
を
見
て

も
担
い
手
の
減
少
は
加
速
し
て
い
る
。

る
火
山
と
し
て
は
、
富
士
山
と
箱
根
山

が
あ
る
。
有
事
の
際
は
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
住

民
の
避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
。

要
望　
日
本
は
断
層
や
火
山
が
密
集
し
、

噴
火
も
身
近
な
災
害
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
再

開
に
向
け
て

問　
分
娩
業
務
再
開
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
医
師
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
県
に
対
し
産
科
医
師
を
増
や
す
取

り
組
み
を
引
き
続
き
要
望
す
る
と
と
も

に
、
同
病
院
の
医
師
確
保
に
協
力
す
る
。

問　
産
科
は
医
師
数
の
確
保
に
課
題
が

あ
り
、
給
与
の
支
援
策
な
ど
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
同
病
院
の
医
師
の
給
与
へ
の
支
援

は
、
制
度
上
難
し
い
状
況
だ
が
、
子
育

て
支
援
の
最
た
る
も
の
は
分
娩
業
務
で

あ
る
。
議
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
市

民
の
悲
願
で
あ
る
分
娩
業
務
の
再
開
に

向
け
て
、
不
退
転
の
覚
悟
で
取
り
組
む
。

要
望　
分
娩
業
務
の
再
開
は
、
本
市
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
産
科
医
師
が
安

心
し
て
担
え
る
よ
う
財
政
的
な
支
援
を

含
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
や

事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

郷
土
の
歌
人
の
知
名
度
ア
ッ
プ
で

に
ぎ
わ
い
の
創
造
を

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
声
を
踏
ま
え

生
徒
が
喜
ぶ
中
学
校
給
食
の
提
供
を

ご
存
じ
で
す
か

脳の
う
せ
き
ず
い
え
き

脊
髄
液
減
少
症

第
７
波
へ
の
警
戒
、

命
と
未
来
を
守
ろ
う

互
助
の
活
動
で
介
護
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

制
度
の
対
象
世
帯
は
、
給
食
費
の
納
入

を
不
要
と
す
る
現
物
支
給
を
導
入
し
た
。

三　
学
童
保
育
に
つ
い
て

問　
本
市
の
民
間
学
童
の
利
用
料
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
民
間
学
童
は
公
立
に
比
べ
て
多
少

金
額
が
高
め
で
あ
る
が
、
開
所
時
間
の

長
さ
な
ど
で
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。

ロシアによるウクライナ
への軍事侵攻に対する
市議会の対応について

※ブラッドパッチ療法…髄
ずい

液
えき

が漏れている付近に、採取した自分の血液を腰や背中などから注入し、漏れている穴にかさぶたをつくり閉じる治療法のこと。用語解説

岡山市AAA（トリプルエー）シティの
イメージ

国内のRVパーク

脳脊髄液減少症リーフレット
（静岡県HPより）

「はだのっ子キッチン」の給食例

富士山ハザードマップ（県HPより）

「夕暮のさと」の石碑

問　
農
業
者
の
所
得
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
定
農
業
者
の
農
業
用
機
械
な
ど

の
導
入
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

要
望　
学
校
給
食
に
秦
野
産
小
麦
を
使

用
し
、
八
重
桜
や
落
花
生
の
世
界
農
業

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

利
用
す
る
ほ
か
、
徒
歩
や
車
以
外
を
手

段
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

要
望　
訪
問
先
の
駐
車
場
の
課
題
に
つ

い
て
は
地
域
で
の
住
民
活
動
「
互
助
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
駐
車
許

可
申
請
が
複
数
の
警
察
署
に
ま
た
が
る

場
合
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
申
請
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
県
警
と
の
協
議
な
ど

で
事
務
手
続
き
に
よ
る
事
業
者
負
担
の

軽
減
に
も
努
め
て
ほ
し
い
。

▲詳しくはこちら
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第 ６ 号 令和４年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計予算を定めることについて 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○要旨：２ページ・３ページに詳細を掲載

第 ７ 号

秦野市アメリカ合衆国軍隊の構成員等が所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の
賦課徴収の特例に関する条例を制定することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●要旨：日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第６条に基づく施設及び区域並
びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の実施に伴う地方税の臨時特例に関する法律と地
方税法の規定により、軽自動車税の種別割の徴収方法と税率について、市税条例の特例を定めるもの

第 ８ 号 秦野市商業地における企業等の立地及び施設再整備の推進に関する条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○要旨：１ページに詳細を掲載

第 ９ 号
秦野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：人事院による「国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出」
を考慮して、本市非常勤職員の育児休業などの取得要件の緩和などをするため、改正するもの

第 10 号
秦野市手数料条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：長期優良住宅の普及の促進に関する法律などの一部改正に伴い、認定手数料などの額
の改正や廃止、新設のほか、所要の整備を行うことなどについて、改正するもの

第 11 号 秦野市国民健康保険税条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●要旨：１ページに詳細を掲載

第 12 号
秦野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部改正に伴い、消防団員などに係る傷病
補償年金などを受ける権利を担保として提供することができる例外規定を削除するため、改正するもの

第 13 号
訴えの提起について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○要旨：「名水はだの富士見の湯」と「はだのクリーンセンター」とを接続する熱供給施設において
発生した不具合により生じた損害に係る賠償金などの支払いを求めるため、訴えを提起するもの

第 14 号
専決処分の承認について

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○要旨：令和４年１月30日までとしていた市長給与の減額を４年３月31日まで継続することについて早
急に対応する必要があるため、特別職職員の給与等に関する条例の一部改正について専決処分したもの

第 15 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第13号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○要旨：新型コロナウイルス感染症対策として、新型コロナウイルスワクチン接種事業費など
２事業に歳入歳出それぞれ１億7,395万７千円を追加するとともに、繰越明許費と債務負担
行為を追加するもの

第 16 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第14号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：財政調整基金積立金など24事業に歳入歳出それぞれ14億163万円を追加するととも
に、繰越明許費の追加と地方債の変更や廃止をするもの

第 17 号 令和３年度秦野市水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○要旨：配水管等維持管理費など４事業に合計で１億9,860万円の債務負担行為を追加するもの

第 18 号
令和３年度秦野市水道事業会計補正予算（第３号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：収益的収入の営業外収益と収益的支出の営業費用、資本的支出の基金積立金をそれぞ
れ1,218万９千円増額するとともに、職員給与費として、1,218万９千円を追加するもの

第 19 号 令和３年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○要旨：汚水管きょ管理費など５事業に合計で8,365万円の債務負担行為を追加するもの

第 20 号
令和３年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第３号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：業務の予定量のうち主要な建設改良事業の予定量に合計8,600万円を追加するととも
に、継続費の補正と企業債（公共下水道整備事業費）の限度額に4,800万円を追加するもの

第 21 号 令和３年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：一般被保険者療養給付費など３事業に歳入歳出それぞれ６億7,053万９千円を追加するもの
第 22 号 令和３年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：施設介護サービス等給付費など11事業に歳入歳出それぞれ１億２千万円を追加するもの
第 23 号 秦野市公平委員会の委員の選任について 同意要旨：大薗克已委員の任期が令和４年３月31日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 24 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同意要旨：牛田洋史委員の任期が令和４年３月31日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 25 号 令和３年度秦野市一般会計補正予算（第15号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●●○要旨：住民基本台帳ネットワークシステム経費など２事業に歳入歳出それぞれ2,693万円を追加するもの
陳
情
令４陳情
第 １ 号

秦野市の市有施設の省エネ断熱性能の向上を求める陳情 趣旨
了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：秦野市立学校・保育園・幼稚園を始めとした公共施設の省エネ断熱性能を向上させること
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出
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第 １ 号
ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対し断固抗議する決議について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対して断固として抗議し、政府においては、
在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と連携し、ロシア軍の即時撤収と世界の恒
久平和の実現に向けて、尽力することを強く求めるため、決議するもの

第 ２ 号
秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正することについて

否決 ●●●退●●●● ●●● ●●● ●●● ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：新型コロナウイルス感染症による市民生活や地域経済への影響に加え、ロシアのウク
ライナ侵攻が新たな地域経済の悪化要因となる可能性があることから、現在行っている議員
報酬の月額を減額する特例措置を令和４年９月30日まで延長するため、改正するもの

報告案件
（６件）

専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償）／専決処分の報告（道路の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償）／専決処分の報告（交通事故に係
る損害賠償）／専決処分の報告（施設の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告（おおね公園温水プール棟熱源機器更新工事の請負契約金額の増額変更）

◆次回の議会だより（令和４年８月中旬の日曜日発行予定）では、第２回（６月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第１回（３月）定例月会議の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　退：退席

掲載を希望される方は議事政策課（☎ 0463-82-9652）までご連絡下さい。（１枠20,000 円（縦 4.7㎝×横 10.5㎝））広告募集中
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広告

広告

※会議の日程や時刻は変更することがあります。
※議案発送は、５月26日（木）の予定です。

５月 30日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
６月 ２日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会（開議）・提案説明）

６日（月） 〃 本会議（議案審議）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会

８日（水）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会
総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）

９日（木）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会
文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）

10日（金）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会
環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）

13日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
14日（火）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
15日（水） 〃 本会議（一般質問）
16日（木） 〃 本会議（一般質問）
21日（火）午 前 ９ 時 議会運営委員会

午 前 ９ 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決等）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会（散会））
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会閉会後 議会報編集委員会

新たに「無所属クラブ」が結成されました
構成議員（３人）：吉村慶一（代表）、木村眞澄、古木勝久

詳しくは
こちら

第２回（６月）定例月会議日程

会
変
派
更

詳しくは
こちら➡




